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ラノステロ｛ル側鎖の反応

佐藤良博，野田よし子

（日本薬学会第94年会（1974年4月）で発表）

〔目的〕 Lanosterol骨格をもち， その側鎖に酸素官能基を有する天然物が多く知られてい

る．昨年の日本薬学会第93年会で，我々は lanosterolよりその 24-ethylidene誘導体の合成に

つき報告したが， 今回はその研究の一環として， lanosterolを原料として，側鎖の官能基化を

試み，興味ある知見を得たので報告する．

〔実験〕 Lanosterylacetate (I）を m-Cl-perbenzoicacidにより， epoxy体（IIa, b) 

とし，これを BFa-OEt2処理すると， 24-ketone(Ill）と aldehyde(IV）を与える． IIIは

Ac OH中 Pb(OAc)4により， 25-acetoxy体（V）を主生成物として与え， また EtOH中

Se02により α，/3－不飽和ケトン体（VI）を生じた． 一方 IVは NaBH4還元で一級アノレコー

ル（VII）を与えた. VIIはベンゼン中 Pb(0Ac)4により主生成物として炭素一個を消失した

24-nor体（VIII), 24-nor-25-acetoxy体 (IX), およびエーテノレ体（X）を与えた． また一

方， Iをジオキサン中 Se02酸化を行なうと， 26-aldehyde(XI）体を与えた．
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グリセオフルピン生産菌の代謝産物に関する研究

グリセオフルピン同族体のブロム化反応（その2)

佐藤良博，正田佐代子

（日本薬学会第94年会（1974年4月）で発表）

〔目的〕 Griseofulvinを原料として， MeOHまたは EtOH中での NBAによるプロム化

反応の主生成物の構造については， 先の72年会において報告したが， 今回は上記反応の minor

productsの構造を報告する． またさらに， Pr OHまたは BuOH中における同反応の生成物

の構造を決定し，用いる ROHの種類による生成物の比較を行ない，この結果をもとに反応構機
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の説明を試みる．

〔結果・考察〕 Griseofulvin (I ; R1 =R3=H, R2二 OCH3）をと記溶媒中 1モル当量の NBA

と16時間撹梓し，常法処理， silicagelのクロマトグラフィーにより分離し，先に報告したII以

外に， isogriseofulvin誘導体 (III),3＇－プロム誘導体，または 2＇位が溶媒の RO基と置換し

た griseofulvin誘導体等を得たが， これらの生成比は， 用いた ROHにより大きく異なる事

を見い出した． これらの結果をもとに NBAの ROH中における griseofulvinとの反応の機

構について述べる．なお，これら生成物の抗菌試験結果についても報告する予定である．
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グリセオフルピン生産菌の代謝産物に関する研究

Penicillium urticaeによる Griseofulvinの生合成（その 3)

共立薬大 佐藤良博，関敏子

（日本薬学会第94年会（1974年4月）で発表）

〔自的〕 日本薬学会第92年会において P.urticαeに acetate-

した実験においてトリチウム（T）が理論数取り込まれることを報告した．今回はさらに griseo事

fulvinの生合成に関し，新知見が得られたので報告する．

〔結果と考察〕 ①生合成的に得られたこ重標識 griseofulvin(Ia）を chartに示す反応を行

ない標識されたTの位置の検索を行なった．先づ， P.u:rticaeの培養液に T,14C-griseofulvin 

(Ia）を投与し， 48hr培養後 lbの T/14Cを測定，全くその ratioに変化は認められなかっ

た． また AcOH中 H2SO.処理で得られた griseofulvicacid (II）ではTl個の消失が，ま

た dichloro体（III）ではT2個の消失に相当する T/14C値が得られた．
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